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1　　　阿づまの光

手
や
足
を
ま
め
や
か
に
し
て
道
の
た
め

	

大
本
ひ
ら
く
人
は
神
な
り

	

『
新
抄
大
本
神
諭
』
を
世
界
へ	

	

東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
　
浅あ

さ

田だ

秋と
き

彦ひ
こ

教
主
さ
ま
は
、
昨
年
の
瑞
生
大
祭
ご
あ
い
さ
つ
で
「
二
十
一
世
紀
の
新
し
い
時
代
は
、
み
ろ
く
の
世
に
い

た
る
た
め
の
大
峠
で
あ
る
と
同
時
に
、
今
ま
さ
に
、
ご
神
示
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
世
界
中
の
人
々
が
善
に

進
む
か
悪
に
進
む
か
の
大
き
な
分
水
嶺
に
立
ち
い
た
っ
て
い
ま
す
」
と
お
示
し
下
さ
い
ま
し
た
。

ま
さ
に
現
代
は
善
悪
の
基
準
が
不
透
明
で
す
。
そ
の
結
果
、
世
界
中
で
政
治
、
経
済
、
教
育
な
ど
あ
ら
ゆ

る
面
で
行
き
詰
ま
り
、
人
々
は
混
と
ん
と
し
た
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

大
本
は
あ
ら
ゆ
る
問
題
、
課
題
を
解
決
す
る
救
世
の
教
え
で
あ
り
、
み
ろ
く
の
世
の
実
現
に
向
け
、
神
さ

ま
の
ご
経
綸
に
よ
っ
て
動
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
刊
行
さ
れ
た
『
新
抄
大
本
神
諭
三
千
世
界
一
度
に
開
く
梅
の
花
』
は
、
ま
さ
に
時
を
得
た
救
世

の
書
で
す
。
本
書
の
頒
布
活
動
は
大
本
信
徒
に
と
っ
て
、
み
ろ
く
の
世
へ
の
大
峠
を
越
え
る
た
め
の
大
切
な

ご
神
業
と
い
え
る
の
で
す
。

昨
年
、
台
湾
道
院
か
ら
、
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
に
下
賜
さ
れ
た
神
託
フ
ー
チ
は
「
廣
化
世
人
」
で
し
た
。

本
年
三
月
、
台
湾
道
院
の
林リ

ン

由ユ

嵐ラ
ン

先
生
か
ら
「
み
教
え
を
世
界
に
宣
べ
伝
え
て
い
く
」
と
い
う
解
説
を
伺
い
、

首
都
圏
の
重
大
な
使
命
を
ま
す
ま
す
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
首
都
圏
の
信
徒
が
種
火
と
な
り
、
実
践
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
神
さ
ま
の
み
教
え
が
、
徐
々
に
世
界
の
隅
々
に
広
が
っ
て
い
く
の
で
す
。
そ
れ
は
、『
新
抄
大

本
神
諭
』
を
、
信
徒
一
人
ひ
と
り
が
真
心
を
も
っ
て
お
す
す
め
す
る
こ
と
よ
っ
て
、
神
さ
ま
の
“
み
光
”
が

東
都
を
照
ら
し
、
日
本
を
照
ら
し
、
ひ
い
て
は
世
界
を
照
ら
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

広
く
月
次
祭
で
は
、“
外
へ
広
く
、
内
へ
深
く
”“
日
々
、
伝
達
”
を
掲
げ
、
教
団
方
針
達
成
祈
願
祝
詞
を

奏
上
し
て
い
ま
す
。
家
族
、
知
人
、
友
人
、
人
型
を
お
受
け
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
に
、『
新
抄

大
本
神
諭
』

を
お
す
す
め
す
る
こ
と
は
、
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
か
ら
周
り
の
方
々
に
、
ぜ
ひ
と
も
、
お
す
す
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
代
教
主
作
灰
釉
茶
盌
銘
「
沓
島
冠
島
」

［
金
龍
海
冠
島
土
・
金
龍
海
周
辺
松
＋
鉱
泉
鉄
釉
］
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大本公開講座

同
じ
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

“
山さ

ん
せ
ん
そ
う
も
く

川
草
木
悉し
つ
う
ぶ
っ
し
ょ
う

有
仏
性
”
つ
ま
り
、
万
物
に
は
水
一

滴
で
あ
っ
て
も
神
性
が
宿
っ
て
い
て
、
神
の
姿
が

現
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
汎は

ん
し
ん神

論
で
す
。
こ
れ
こ

そ
日
本
人
の
自
然
な
感
性
で
あ
り
、
大
本
の
神
観

は
、
ま
さ
に
“
一
神
即
多
神
即
汎
神
”
な
の
で
す
。

王
仁
三
郎
聖
師
は
“
万
教
同
根
”
を
掲
げ
、

一
九
二
三
年
、
中
国
の
道
院
と
い
う
新
興
宗
教
と

提
携
し
、
翌
年
に
は
モ
ン
ゴ
ル
へ
渡
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
翌
年
に
は
北
京
で
世
界
宗
教
連
合

会
を
発
会
さ
せ
、
道
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
キ
リ
ス

ト
教
、
仏
教
な
ど
の
宗
教
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

時
が
流
れ
、
一
九
七
二
年
か
ら
は
大
本
の
出

口
家
一
門
の
作
品
展
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ

カ
で
開
催
し
ま
し
た
。
パ
リ
に
始
ま
り
、
六
カ
国

十
三
会
場
に
二
十
四
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
ヨ
ハ

ネ
大
聖
堂
で
こ
の
作
品
展
が
開
催
さ
れ
、
大
本
祭

式
に
よ
る
開
催
奉
告
祭
典
は
“
聖
な
る
空
間
の
共

有
”と
評
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
典
を
見
て
い
た
Ｊ
・

Ｐ
・
モ
ー
ト
ン
聖
堂
長
は
「
こ
の
日
本
の
宗
教
は
、

ど
う
や
ら
自
分
た
ち
と
同
じ
神
さ
ま
を
拝
ん
で
い

る
よ
う
だ
」
と
言
葉
を
残
し
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
が
機
縁
で
、
一
九
七
七
年
に
大
本
の
聖
地

綾
部
の
み
ろ
く
殿
で
、
キ
リ
ス
ト
教
と
大
本
に
よ

る
合
同
礼
拝
が
実
現
し
ま
し
た
︵
写
真
中
央
︶。
朝

日
新
聞
は
、
異
例
の
特
集
を
組
み
“
聖
な
る
冒
険
”

と
報
道
し
ま
し
た
。
一
つ
の
神
に
近
づ
く
た
め
に

宗
教
同
士
が
手
を
つ
な
ぐ
“
宗
際
化
”
と
い
う
言

葉
は
、
こ
の
時
に
生
ま
れ
た
の
で
す
。

一
九
九
二
年
、
大
本
は
開
教
百
年
を
迎
え
、
信

徒
念
願
の
長
生
殿
が
、
綾
部
の
聖
地
に
建
ち
上
が

り
ま
し
た
。
翌
年
十
一
月
、
真
新
し
い
神
殿
で
「
第

一
回
世
界
宗
教
者
の
祈
り
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

国
日
本
で
は
な
く
、
神
国
の
理
に
叶
っ
た
全
て
の

国
を
い
い
ま
す
。

王
仁
三
郎
聖
師
は
、
元
の
一
柱
で
あ
る
根
源
の

神
さ
ま
は
、
天
地
間
を
昇
降
し
そ
の
御
霊
を
分
け
、

釈
迦
と
な
り
、
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
、
マ
ホ
メ
ッ

ト
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
さ
ま
と
な
っ
て
現
れ
た
と

述
べ
、「
国く

に
ぐ
に々

に
御み

名な

を
変か

へ
さ
せ
給た
ま

ひ
つ
つ
救す
く

ひ

の
た
め
に
降く

だ

り
ま
す
岐き

み美
」
と
教
え
て
い
ま
す
。

一
人
の
人
間
に
置
き
換
え
る
と
、
例
え
ば
、
私

の
名
前
は
猪
子
恒
で
す
が
、
職
場
で
は
“
次
長
”

と
呼
ば
れ
ま
す
。
家
に
帰
れ
ば
“
お
父
さ
ん
”
町

内
会
で
は
“
会
計
さ
ん
”
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

本
質
的
に
は
同
じ
一
人
の
人
間
で
す
が
、
そ
の
時

の
立
場
、
環
境
に
よ
っ
て
呼
称
が
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
つ
ま
り
働
き
が
違
う
わ
け
で
す
。
元
は
一
柱

の
神
さ
ま
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
働
き
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
名
前
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
目
鼻
口
、
手
足
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
の
働

き
が
あ
り
、
呼
び
方
が
違
う
の
は
、
太
陽
や
月
、

山
や
海
に
神
さ
ま
が
い
る
と
い
う
八
百
万
の
神
と

国
会
で
決
議
さ
れ
、
世
界
連
邦
運
動
が
国
是
と
な
っ

て
い
ま
す
。

世
界
連
邦
運
動
は
、
日
本
の
廃
藩
置
県
に
置
き

換
え
る
と
分
か
り
や
す
い
の
で
す
。
世
界
の
廃
藩

置
県
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
領
土
や
人
種
問
題
、

宗
教
間
の
敵て

き
が
い
し
ん

愾
心
な
ど
あ
ら
ゆ
る
有
形
無
形
の
障

壁
を
撤
廃
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
つ
の
言
葉

王
仁
三
郎
聖
師
は
、
世
界
が
一
つ
に
な
る
と
、

日
本
の
廃
藩
置
県
で
標
準
語
が
制
定
さ
れ
た
よ
う

に
、
世
界
共
通
の
言
葉
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
言

語
は
、
ど
こ
の
国
に
も
属
さ
な
い
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
こ
そ
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で
す
。
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
は
“
希
望
の
あ
る
人
”
と
い
う
意
味
で
、ポ
ー

ラ
ン
ド
出
身
の
ザ
メ
ン
ホ
フ
博
士
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
人
工
言
語
で
す
。

幼
少
時
代
か
ら
、
言
語
の
違
い
が
原
因
で
争
い

が
起
き
る
の
を
見
て
き
た
ザ
メ
ン
ホ
フ
博
士
は
「
人

類
共
通
の
言
葉
を
作
り
た
い
」
と
の
思
い
を
強
く

し
ま
し
た
。
そ
し
て
一
八
八
七
年
、
二
十
八
歳
の

時
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
公
表
し
ま
す
。
現
在
、
最

も
広
く
使
わ
れ
て
い
る
人
工
言
語
で
す
。

こ
の
言
葉
が
作
ら
れ
た
精
神
を
「
ホ
マ
ラ
ニ
ス

モ
︵
人
類
人
主
義
︶」
と
い
い
、
王
仁
三
郎
聖
師
は

こ
の
精
神
に
共
鳴
し
、
ま
さ
に
神
さ
ま
が
準
備
し

て
い
た
言
葉
だ
と
し
て
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
大
本

へ
導
入
し
、
積
極
的
に
推
奨
し
ま
し
た
。

王
仁
三
郎
聖
師
は
、
短
歌
で
覚
え
る
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
単
語
集
の
作
成
や
、
国
内
で
講
習
会
を
開
催

し
、
一
九
二
三
年
に
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
普
及
会
を

設
立
し
ま
し
た
。
そ
の
活
動
は
代
々
の
大
本
教
主

に
引
き
継
が
れ
、
今
日
も
続
い
て
い
ま
す
。

大
本
信
徒
の
三
好
鋭
郎
氏︵
ス
ワ
ニ
ー
会
長
︶は
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
Ｅ
Ｕ
公
用
化
に
使
命
を
感
じ
、

五
十
五
歳
で
活
動
を
始
め
ま
す
。

現
在
の
Ｅ
Ｕ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
を
尊
重
す

る
立
場
か
ら
、
加
盟
二
十
七
カ
国
で
英
語
、
ド
イ

ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
二
十
三
言
語
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
主
要
と
な
る
英
語
研
修
費

や
通
訳
費
は
、
と
て
も
高
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
好
氏
は
、
Ｅ
Ｕ
各
地
で
啓
も
う
の
新
聞
広
告

を
出
し
な
が
ら
講
演
を
重
ね
、
二
〇
〇
八
年
に
は

Ｅ
Ｕ
議
員
の
七
八
六
人
全
員
に
招
待
状
を
送
り
、

討
論
会
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
二
〇
一
二
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
の
公
用
語
を
目
指
す
議
員
連
盟
が
た

ち
あ
が
っ
た
の
で
す
。
現
在
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は

義
務
教
育
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
取
り
入
れ
る
気
運

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｅ
Ｕ
議
員
の
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
支
持
率
は
、
約
二
十
年
前
の
二
割
か

ら
四
割
ま
で
上
が
り
ま
し
た
。

大
本
の
神
事
に
「
歌
祭
」
が
あ
り
ま
す
。「
歌
祭
」

は
日
本
民
族
の
祖
先
が
、
上
代
に
執
り
行
っ
て
い

た
神
事
、
芸
能
で
す
。
鎌
倉
期
に
途
切
れ
ま
し
た

が
、
昭
和
初
期
に
王
仁
三
郎
聖
師
が
「
万
民
和
楽
」

の
神
事
と
し
て
復
興
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
七
年
に
は
、
綾
部
市
梅
松
苑
の
長
生
殿

能
舞
台
で
「
大
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
歌
祭
」
が
執
り

行
わ
れ
、
十
二
カ
国
か
ら
四
百
五
十
首
の
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
に
よ
る
短
歌
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
︵
写
真

左
下
︶。
さ
ら
に
、
三
年
後
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
行

わ
れ
、
日
本
語
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
他
、
ア
ラ
ビ

ア
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
な
ど
、
様
々
な
言
語
で
世
界

平
和
を
願
う
短
歌
が
詠
ま
れ
ま
し
た
。

五
代
教
主
は
「
わ
が
願
ひ
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
歌

ま
つ
り
人は

ら

か

ら

類
同
胞
こ
ぞ
り
て
エ
ル
サ
レ
ム
の
野
に
」

と
詠
ま
れ
ま
し
た
。
世
界
三
大
宗
教
の
聖
地
エ
ル

サ
レ
ム
で
の
歌
祭
、
さ
ら
に
一
つ
の
言
語
に
よ
る

一
つ
の
平
和
な
世
界
の
実
現
を
、
理
想
だ
け
に
終

わ
ら
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

「
谷た

に
だ
に々

の
小お

川が
わ

の
水み
ず

も
大お
お
か
わ河
へ
、
末す
え

で
一ひ
と

つ
に
為な

る
仕し

組ぐ
み

」
と
宣
言
さ
れ
た
、
神
約
実
現
の
秋と
き

を
迎

え
る
た
め
に
、
国
、
民
族
、
宗
教
の
垣
根
を
越
え
た
、

さ
ら
な
る
平
和
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

催
さ
れ
、
会
議
と
各
宗
教
の
代
表
者
が
世
界
平
和

の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
︵
写
真
左
上
︶。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
代
表
の
Ｓ
・

ゴ
レ
ン
師
︵
イ
ス
ラ
エ
ル
︶
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
代

表
の
Ａ
・
ク
フ
タ
ロ
師
︵
シ
リ
ア
︶
も
参
加
し
て

い
ま
し
た
が
、
両
師
が
帰
り
際
、
ホ
テ
ル
で
握
手

し
抱
擁
を
交
わ
し
た
と
い
う
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ

て
い
ま
す
。

一
つ
の
世
界

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
で
き
た
国
際
連
合
は
、

戦
争
や
原
爆
抑
止
力
が
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し

ま
し
た
。
武
力
で
自
国
を
拡
大
し
よ
う
と
し
た
歴

史
、
民
族
、
国
家
間
の
紛
争
の
時
代
を
終
わ
ら
せ

る
べ
き
だ
と
。

そ
う
い
っ
た
流
れ
の
中
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

や
湯
川
秀
樹
を
は
じ
め
と
す
る
科
学
者
・
文
化
人

が
一
九
四
六
年
に
、
国
境
や
民
族
を
越
え
て
世
界

を
一
つ
に
し
よ
う
と
す
る
、
世
界
連
邦
運
動
を
お

こ
し
ま
す
。

大
本
で
は
、
一
九
五
〇
年
に
出
口
す
み
子
二
代

教
主
が
、
世
界
連

邦
運
動
の
推
進
を

決
定
し
、
人
類
愛

善
会
を
再
発
足
さ

せ
ま
す
。
こ
の
年
、

綾
部
市
は
国
内
で

世
界
連
邦
都
市
宣

言
の
第
一
号
、
翌

年
に
は
亀
岡
市
が

同
第
二
号
と
な
り

ま
し
た
。

実
は
、
日
本
で

は
二
〇
〇
五
年
、

末す
え

で
一ひ

と

つ
に
為な

る
仕し

組ぐ
み

み
ろ
く
の
世
へ
の
道
筋
を
考
え
る
と
き
“
一

つ
の
神
、一
つ
の
世
界
、一
つ
の
言
葉
”
が
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

一
つ
の
神
仏
の
下
、
世
界
が
一
つ
に
ま
と

ま
り
、
一
つ
の
言
葉
で
通
じ
る
の
は
理
想
的
な

世
の
姿
で
す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
多
く
の
国

が
そ
れ
ぞ
れ
の
主
義
、
主
張
を
唱
え
、
多
く
の

宗
教
が
存
在
し
他
の
神
仏
を
認
め
ず
、
そ
の
結

果
、
争
い
も
起
き
て
い
ま
す
。

み
ろ
く
の
世
へ
至
る
ま
で
に
は
、
決
し
て

平
坦
な
道
の
り
で
は
あ
り
せ
ん
が
、『
大
本
神

諭
』
に
は
神
さ
ま
が
三
千
世
界
を
立
替
え
立
直

し
、
元
の
神
代
、
み
ろ
く
の
世
に
戻
す
と
宣
言

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
谷た

に
だ
に々

の
小お

川が
わ

の
水み
ず

も
大お
お
か
わ河
へ
、
末す
え

で
一ひ
と

つ
に
為な

る
仕し

組ぐ
み

」
と
い
う

表
現
で
示
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

一
つ
の
神　

全
て
の
正
し
い
宗
教
は
、
根
本
的
に
同
じ

で
、
協
力
と
提
携
を
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考

え
方
が
、
王
仁
三
郎
聖
師
が
提
唱
し
た
“
万
教

同
根
”
で
す
。

『
大
本
神
諭
』
に
は
「
日
本
は
神
国
、
世
界

を
一
つ
に
丸
め
て
、
一
つ
の
王
で
治
め
る
ぞ
よ
」

と
あ
り
ま
す
。
王
と
は
神
を
、
日
本
と
は
世
界
、

地
球
全
体
を
指
し
ま
す
。
ま
た
、
神
国
と
は
島

講師  猪
い の

子
こ

恒
ひさし

（東京宣教センター次長）

掲
載
文
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
十
九
日
に
航
空
会
館
（
港
区
新
橋
）
で

開
催
し
た
「
大
本
公
開
講
座
」
講
演
録
の
要
旨
で
す
。

出
口
な
お

王
仁
三
郎

の
世
界
を
語
る

一
つ
の
神
、一
つ
の
世
界
、一
つ
の
言
葉

〜
み
ろ
く
の
世
へ
の
道
筋
〜

みろく殿で行われたキリスト教との合同礼拝
１９７７年２月３日　（綾部市梅松苑）

Unu Dio 一つの神　
Unu Mondo 一つの世界 
Unu Interlingvo 一つの国際共通語

エスペラント碑（亀岡市天恩郷）

１９９３年１１月４、５日　長生殿（綾部市梅松苑）

大本エスペラント歌祭　
エスペラントで詠まれた短歌が献じられた

２００７年８月１２日　長生殿能舞台（綾部市梅松苑）
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そ
の
後
、
東
京
主
会
に
よ
る
愛
善
歌
「
基
本
宣

伝
歌
」
が
奉
納
さ
れ
、
殿
内
は
美
し
い
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
の
歌
声
に
包
ま
れ
た
。

大
本
公
開
講
座

第
百
三
十
六
回
大
本
公
開
講
座
『
出
口
な
お
・

王
仁
三
郎
の
世
界
を
語
る
２
０
１
４
』
は
、
六
月

十
八
日
午
後
七
時
か
ら
、
港
区
新
橋
の
航
空
会
館

で
開
催
さ
れ
、
山
田
歌
総
務
課
主
幹
・
宗
教
協
力

担
当
が
「
日
本
お
よ
び
日
本
人
の
使
命̶

日
本
は

世
界
の
要̶

」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
参
加
者
は

二
十
八
人
︵
内
、
一
般
七
人
︶。

講
座
で
は
、
日
本
に
は
神
の
御
心
の
も
と
、
世
界

を
救
済
す
る
責
任
が
あ
る
。
日
本
魂
と
は
平
和
、
文

明
、
自
由
、
独
立
、
人
権
を
破
る
者
に
向
か
っ
て
戦

う
精
神
で
あ
る
と
説
き
、「
今
こ
そ
真
の
日
本
、
真

の
日
本
人
の
姿
に
立
ち
帰
り
、
人
類
の
た
め
、
世
界

の
た
め
に
尽
く
す
べ
き
と
き
で
あ
る
」
と
結
ん
だ
。

参
加
者
か
ら
は
、

「
本
当
の
日
本
魂
と
は

何
か
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。
今
こ
そ
日

本
の
使
命
を
果
た
す

と
き
だ
と
思
う
。︵
男

性
・
一
般
︶」
等
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。

東
光
苑
月
次
祭

東
光
苑
月
次
祭
・
人
類
愛
善
会
創
立
記
念
世
界

平
和
祈
願
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭
は
六
月
八
日
、

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
、
斎
主
・
猪
子
恒
東
京
宣

教
セ
ン
タ
ー
次
長
の
も
と
執
行
さ
れ
、
三
百
人
が

参
拝
し
た
。

祭
員
は
千
葉
主
会
、
少
年
少
女
祭
員
は
千
葉
主

会
の
武
山
な
お
ひ
・
あ
お
い
さ
ん
姉
妹
、
伶
人
は

宮
咩
会
関
東
支
部
、
大
本
神
諭
拝
読
は
長
友
智
栃

木
主
会
長
、
添
釜
は
神
奈
川
主
会
が
担
当
し
た
。

祭
典
後
、
浅
田
秋
彦
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
が

あ
い
さ
つ
に
引
き
続
き
、「
献
詠
歌
の
作
り
方
」
と

題
し
て
月
次
祭
講
話
を
行
い
、
参
考
例
を
示
し
な

が
ら
献
詠
歌
の
題
材
、
作
り
方
の
要
点
、
用
語
な
ど

を
解
説
し
、
本
年
執
行
さ
れ
る
、
第
六
十
五
回
大

本
歌
祭
︵
天
恩
郷
︶、
な
に
は
づ
大
本
歌
祭
︵
大
阪
・

住
吉
大
社
︶
へ
の
献
詠
歌
投
稿
を
呼
び
か
け
た
。

東京主会の皆さんがエスペラント
歌詞で「基本宣伝歌」を奉納

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

７
月13

日
（
日
） 

午
前
10
時
30
分
執
行

  

東
光
苑
月
次
祭

16
日
（
水
） 

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

  

大
本
公
開
講
座
︵
航
空
会
館
・
港
区
新
橋
︶

  

「
出
口
な
お
・
王
仁
三
郎
の
世
界
を
語
る
2014
」

 

講
題

芸
術
は
宗
教
の
母
な
り

～
宗
教
即
生
活
即
芸
術
～

講
師

髙
木
日
出
喜
︵
大
本
楽
天
社
事
務
局
主
幹
︶

８
月１

日
（
金
） 

夕
拝
時

  

神
集
祭
遥
拝
︵
初
日
・
旧
７
月
６
日
︶

７
日
（
木
） 

午
前
10
時
30
分
執
行

  

開
教
百
二
十
二
年 

瑞
生
大
祭
遥
拝
祭

 

７
日
（
木
）
夕
拝
時

  

神
集
祭
遥
拝
︵
最
終
日
・
旧
７
月
12
日
︶

10
日
（
日
） 

午
前
10
時
30
分
執
行

  

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

20
日
（
水
） 

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

  

大
本
公
開
講
座
︵
航
空
会
館
・
港
区
新
橋
︶

  

「
出
口
な
お
・
王
仁
三
郎
の
世
界
を
語
る
2014
」

 

講
題
出
口
王
仁
三
郎
が
示
し
た
“
あ
の
世
”
に
学
ぶ

～
霊
界
と
魂
の
関
係
～

講
師

成
尾
陽
︵
メ
デ
ィ
ア
愛
善
宣
教
課
長
︶

☀
茨
城
主
会

期　

日 

７
月
25
日
（
金
）
〜
27
日
（
日
）

会　

場 

御
前
山
青
少
年
旅
行
村

（
常
陸
大
宮
市
下
伊
勢
畑
）

連
絡
先 

飯
田
久
美
子（
０
８
０
・
６
６
６
９
・
４
７
８
３
）

☀
埼
玉
主
会

期　

日 

８
月
２
日
（
土
）
〜
３
日
（
日
）

会　

場 

大
本
東
京
本
部
（
台
東
区
池
之
端
）

連
絡
先 

高
野

清
（
０
９
０
・
５
７
９
５
・
２
２
９
６
）

関
東
教
区
少
年
夏
期
学
級

開
催
一
覧

☀
千
葉
主
会

期　

日 

７
月
26
日
（
土
）
〜
27
日
（
日
）

会　

場 

生
命
の
森
リ
ゾ
ー
ト
（
長
生
郡
長
柄
町
）

連
絡
先 

秋
山

広
（
０
４
３
・
４
４
５
・
３
０
６
５
）

☀
東
京
主
会

期　

日 

７
月
26
日
（
土
）
〜
28
日
（
月
）

会　

場 

大
本
東
京
本
部
（
台
東
区
池
之
端
）

連
絡
先 

駒
形
義
人
（
０
９
０
・
４
６
１
６
・
９
２
６
９
）

☀
神
奈
川
主
会

期　

日 

８
月
23
日
（
土
）
〜
24
日
（
日
）

会　

場 

上
郷
・
森
の
家
（
横
浜
市
栄
区
上
郷
町
）

連
絡
先 

野
田

栄
（
０
９
０
・
６
５
２
８
・
６
５
０
５
）

玉串後取を立派に務めた
武山なおひちゃんとあおいちゃん

開
教
百
二
十
年
記
念
出
版

新
抄
大
本
神
諭

三
千
世
界
一
度
に
開
く
梅
の
花

『
大
本
神
諭
』
の
心
と
用
語
、
歴
史
な
ど
を
一

般
の
方
々
に
も
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
混
迷
の

世
を
救
い
神
さ
ま
の
御
光
を
多
く
の
方
へ
届
け
る

好
書
で
す
。
関
東
教
区
主
会
管
下
の
皆
さ
ま
に
は
、

購
入
の
際
、
書
店
や
冊
数
な
ど
を
機
関
長
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

認
く
だ
さ
い
。

定 価 ４５０円（税別）
編 集 大本本部
発 行 天声社

人生の道しるべに、次世代
に、友人・知人に、一人ひ
とりの救いの舟となる、待
望の一冊！

真の日本人の使命を説く山田講師


